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記録史料保存のための生物被害対策と絡合的

害虫管理 (Inte!ratedP.estManage車 t,IPM).
-史料館地下収蔵施設の対策事例を中心に.I
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1.はじめた

l

JI

l･､三.

害虫や徽な･どによる記録史料AtchiJesの被害は全国V'1ずれの壕所において

も起こり､その進行も著しく速いため､̀防除は極めて重要な問題である｡わが ≡

国では臭化メチルが､そのすぐれた殺虫力､浸透性などの特徴から●､一文化財用

殺虫燥蒸剤rとして広範に用いられそし.,る｡特に､∴臭化メチ)I)と酸化エチレンの

混合ガス.(商品名ユキボン)･iこよる燥蒸はヾ効果的に殺卦･殺菌が行えるため､

文書館 ･美術館 ･博物飽等では作品の新規受け入れ時や､t毎年､-あるJ､●1'ま隔年

の収蔵品の定期燥茶に利用されている｡
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1988(昭和63)年にある県立文書館からジアゾ感光親の建築設計図面を臭化

メh..レt.酸化エチレンの混合ガスによって減圧密閉燥蒸したところ､卵の腐っ

たような異臭が発生することが確認され､嬢嘉による影響が問題として捷超さ

れた｡臭化メチルがジアゾ感光紙と反応してメルカプタンが発生したことが異

臭の原因と判明した (元 ;東京文化財研究所 新井英夫)｡また､酸化エチレ

ンが欧米においては発ガン性の危険ある物質として規制された｡このような状

況から文書館界における燥茶に付する問題意識はここ10年高まりつつあった｡

1997年の第9回モントリオール議定書締約国会議において､先進国では検疫

および出荷前の処理用途など一部の用途を除いては､臭化メチルの生産および

消費を2005年 (2004年12月末日)に全廃することが合意された｡従って､こ

れまで定着してきた焼蒸を中心とする文化財の害虫対策は､現在､変革を迫ら

れる時期にきている｡さらに言えば､この鋭利を契機に､防除方法をもう一度

検討しなおす段階にあるといえる｡

本稿では､史料館において実施した生物被害対策と総合的害虫管理に関する

調査報告､加えて臭化メチルの代替対応策について概略と種々の薬剤の解散と

用途を整理することとする｡本報告には､保存管理に関する様々な事例を蓄積

するため､建築後30年を超える収蔵施設の生物加害対策を検討し､その具体

的経緯を示す資料を収載した｡今後､このような実施方法が生物加害対韓と総

合的害虫管理 (IPM)としてより活用される一助となればと考える｡

この調査研究は､国文学研究資料館史料館 (以下史料館と略)を調査対象施

設とし､独立行政法人文化財研究所東京文化財研究所との合同研究として行わ

れたものである｡調査対象施設が史料蝕であることから､青木を代表執筆者と

七 して本研究報告を掲載することにしたが､調査研究には青木ほか､木川りか

(独立行政法人文化財研究所東京文化財研究所保存科学部主任研究官)､山野勝

次 (独立行政法人文化財研究所東京文化財研究所調査員 ･ (財)文化財虫害研

究所常務理事)があたり､調査作業をイカリ消毒株式会社が行った｡ただし､

最終的な資任は､全体調整を行った青木にある｡
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2.調査対象施設の概要

設立以来50年､史料館における史料の保存環境 ･条件は様々な変化を遂げ

てきた｡保存環境 ･条件の整備に関する個々の経緯と現状について触れてみよ

う｡

■保存環境

<建 物>現在書庫として使用している建物は､文部省史料館時代の1962(昭

和37)年 5月に新築したほぼ長方形に近い北館と､国文学研究資料館東館

(1977(昭和52)年3月より使用開始)の地下1階である (今回の被害対策対

象場所である)062年当時､史料は鉄筋コンクリート3階建書庫の3棟 (2棟

は三井文庫より建物を購入)に収蔵され､鉄筋コンクリートの新築した北館に

は日本実業史博物館旧蔵資料が納められていた｡その建物が､改組に伴う変更

によって現在のような一階を入り口 ･クローク･閲覧室 ･撮影重 ･洗面所と書

庫に､2･3階を書庫として使用することになった｡改組時は､数年で改築す

るという計画であったが､閲覧室と書庫の入り口が近接して公共空間を史料を

持って通ることや､閲覧室と閲覧業務担当の情報閲覧室が別の建物の一階と五

階に離れて配置されていることなど､多くの問題を今に残している｡

北館の各階は､鉄扉で2ブロックに分かれ､ブロックごとに電灯電源がある｡

北側と東館側には8つの小窓があり､書庫部分のそれは両面6つずつ (他は階

段部分)である｡小窓は､書庫を無窓状態とするため埋め込んである｡入り口

のほか､1･3階の西側にモノ資料用の搬入のための大きな鋼鉄製扉がある｡

屋根は平面型である.北館1階床下は､高床式とならており､高さ約1.5mの

空間が設けられている｡

北館だけでは収蔵するすべての史料を収納できないため､東館地下1階に書

庫スペースをとった.この地下書庫は､四面の内､一面が横城塞に一面が湧水

池と接している｡

<温 ･湿度>北館全体には温 ･湿度調整のための空調設備がないため､書庫内
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に除湿機を1･2階4台､3階には5台を設置した｡除湿機の稼動時間は､ほ

ほ9時から17時の間であるが､自動運転ではないため､相対湿度60%土5を

目安に職員が調節している｡ ･そのために全体で4台の自記温湿度測定器を設置

(含､東館地下書庫)している｡地下書庫は国文学部門書庫の下に位置し､空

調設備があるが稼働させていないため除湿機を3台設置してある｡

<空 気>除汚染物質･除塵設備や完全ダクト方式の空調システムは､.北鉛に

はない｡･地下書庫の空調システムはこ管理上24時間運転できないため､建設

以後1皮も稼働させていない｡

■保存設備 .

<書 架>北館のすべての書架は､柱部分が鉄骨性で､それに棚板を両面から

はめ込む形式の二面使用の固定型である (33貫参照)｡･枚は木製で∴棚の奥行

きは､29.5mある｡棚と棚の間隔は､史料の高さに応じ調節が可能である｡耐

震性強化のため､̀柱と柱､壁と柱が鉄骨にようて固定連結してある.棚の下側

は15cmあけて攻を防いでいるが､上側には庇はない｡この書架は堅牢なつく

りのもの (もと三井文庫の書架)であり､･長年使用していることもあって木材

樹脂による史料への影響は皆無と言ってよい｡'また､地下昏庫の四分一部分へ

北館と同様の三井文庫の沓架を移設し､:残りが電動書架になっている｡

.-所蔵史料の配架状況は､北館の.1･2階と3階の1ブロックに史料を､3階

の残りのブロックにモノ資料を納め､地下1階に史料 ･図番類 ･マイクロフィ

ルムと紙塊などを配している｡地下書庫の固定型の書架には史料を排架したが､

納めきれず屯動書架の一部をも使用しているムマイクロフィルムなどの様々な

形態の資料は､それぞれ専用のキャビネーットに納めているこ､

五 ■保存環境 ･条件の整備

.史料館では保存環境 ･条件の整備にできるだけ努めてきたが､結果として前

述した現状では到底万全とは言えないい状況であるが､以下各事項について具

体的にその内容を述べることにする｡

:北館の書庫は､竣工してから41年という年月を経ており､建物として老朽
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化しているため､外壁や書庫内の床の剥離が目立ってきた｡また､72年の段階

で､一部改装しただけで使用に踏み切ったこともあり､史料の保存面だけでな

く管理面からも多くの課題を抱えている｡現状では理想的な史料の保存環境の

整備のため､施設J･設備そのものについて早急に改善することはもはや困難で

ある.'従って.現在改善可能な事項･範囲に限り､今後起こり得る被害を最小

限に止める努力こそが肝要であろう｡施設 ･設備について既設環境を変えるこ

とは困難を棟めるので､設計段階での周到な準備が重要であることは音うまで

.もない｡史料館の現状再認識ためにも､前述した事項に?いてそれぞれの課題

について見ていくこととする｡

<建 物>保存環境の密閉性から見ると､入り口から書庫の_ドアまで同空間の

ため､外気が入りやすい｡1階については二重扉に.なっており前室があるわけ

だが､他の階には設けられていない｡管理面では､l出納の度毎に鍵を開閉する

ため盗難の可能性は少ないが､史料の出納の時､開閉を徹底しないと害虫の侵

入が防げない｡害虫の防除については､このような環境なためく年に二回燥蒸

(臭化メチル)を行ってきたが､93年より隔年198年以降停止した)0･

･屋根は､.平面型のため直接外気の影響を受けやすいOまた､1階･3階に鉄

扉があり､ここも外気の影響を直接受けるら保存庫の条件としては､外気をで

きる限り遮断する必要があるので､三角屋根を設けたり､多重壁や断熱材を入

れるなど改善しなければならな.いところである｡'一

<温･湿度>温度調節機器はないが､除湿機を運転している｡その運転は､自

記温湿度測定器 (毛髪湿度計)で毎日の温･相対湿度を測定し､その値によっ

て稼働時期をきめている｡北館の温 ･湿度の平均と品川区の最高･最低温 ･湿
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度の保存環境を見ると､(イ)北館書庫の乱 ･湿度の平均は､外環境が変化し 四

ても平均値内である｡̀しかし3階は､平面屋根であるため外気に早く反応して､

夏期の温度が高い｡8月の1階と3階の平均温度の差は､4度にもおよぶ､

(ロ)-湿度はほほ60%±5を示している､(ハ)冬季の湿度が若干高い (湿度

が適応範囲.(60%±5)である.なお､史料館の一日の最高･最低温 ･湿度の
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関係は､品川区で最高最低を記録している2月･8月で見ても急激な変化はな

く温･湿度の変化はともに横懐であった｡この時期における3階の一日の温･

湿度の動きをみてみると､朝夜で温度一皮･湿度2-3%程度の差である｡一

日の急激な変化はないが､高温期が続くのは影響が心配される｡

史料館の環境を徴の発生しやすい状況との関わりで見ると､敏の発生条件値

以下であるのが確認される｡高温多湿は､生物の発生･増殖を起こすばかりか､

史料自体の劣化･変質を促進させてしまう｡一日の間の急激な変化も影響があ

る｡いまのところ史料館の建物内の変化は少なく､外気が低くなると徐々に建

物と内部も冷えていき､高くなると同じ様に横やかな上昇ですんでいる｡結果

的には夏期の高温を除けば､除湿器の稼働によって湿度の制御は行われている

結果となった｡しかし､夏の高温は､外観では計り知れない史料内部への影響

が心配され､それと共に職員が汗をかきながらの出納作業が大変なばかりでな

く､史料に汗が付着してしまう危険がある｡この対策として､保存環境整備に

向けて､以前より書庫の冷房完備を強く要求している｡

<防虫防菌>古文書の書としては､フルホンシバンムシなどの甲虫日の虫の害

が多く見られる｡史料の食跡として小穴が穿孔したものがこれらによる書であ

る｡普通一年一世代で､越冬後4月から5月にかけて踊化し成虫となる｡成虫

となってからは､ほとんど餌をとらずに生存し､主に食跡を残すのは､一生の

うち大部分を過ごす幼虫の時期だけである｡史料飴においては､1998年以降殺

良 (煉蒸)を実施せず､また防菌剤も用いていない｡防菌は､湿度調節に頼っ

ているのが現状である｡

<汚染防止>全く防ぐ手段を講じていない｡従って空調ダクトからの湿気の流

入や空気対流が史料に影響を及ぼすのを防ぐ対策も講じる必要がないが､空気

循環がなく'.空気浄化ができない点に問題がある｡史料館の磯貝は､館内では

内履きを用いているので汚染の問題は少ないが､昏庫内に見学者が土足で入る

際は､汚染源となるため対策が求められる｡今後の対策として､使い捨て靴カ

バーの使用を検討している｡年に一回ではあるが､｢収蔵庫整備期間｣を設定
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して全収蔵庫の清掃を実施している (16頁参照)0

<保存設備としての書架と配架>史料の書架への配架方法は､直接棚に縦置き

する型と横置きにする型､また容器に入れて史料をその中で立てたり横にする

ボックス型に分けられるO史料館において設立当時から採用しているのは､縦

置き型である｡どういう要件を勘案してかというと､第-には図書類配架の利

点である出納のしやすさがあったと考えられるが､史料の出所ごとに､史料の

もつ原形態を残したまま配架でき､それが一覧できるためでもある｡なお､史

料館において全て縦置きというわけではなく､文書群中の冊子のシリーズなど

部分的には横置き型をも併用している｡

1986年度より､史料保存包材を酸性紙から中性親 (弱アルカリ紙)への変換

を実施してきた｡現在､約50万点の63% (約31万点)について､中性親製包

材または箱 (内張中性紙)に収納した｡史料館事業研究としての保存管理の詳

細については､r史料館の歩み∽年｣(2001年)を参照されたい｡

<保存計画と本調査の目的> 史料館の収蔵史料の保存計画範囲を､史料群全

体の ｢保存環境 ･条件の整備｣､史料を ｢維持保存｣していくための保存容器

への収納により防護する ｢予防的保存措置｣､急速に劣化が進行している史料

のマイクロ化や複製による ｢代替化｣､そしてすでに劣化損傷した史料の ｢修

復｣､保存を考えた ｢利用｣のあり方と捉えている｡史料保存問題の解決を図

るため､一つ一つ個別に対策を考えるのではなく､つとめて総合的観点で相互

の関連をとらえ､史料館の課題全体を見据えた保存計画をたて､実行すること

を目指している｡

｢保存環境 ･条件の整備｣として地下収蔵庫での被害履歴についても日常的

に観察してきたところ､1992年以降ほぼ4年おきにノシママダラメイガが発生

した｡その都度DDVP(24貢参照)で駆除してきた｡今調査は､発生が確認さ

れる施設を具体的事例として､IPMにおける害虫発見時の対処方法を詳細に記

録することを目的として実施することとした｡
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三六

一

3.調査の内容

3-1-史料館地下1階書庫における冷温水配管断熱材のイガ対韓､およびTフ

ロックの書架と書庫の床面清掃作業､-並びに昆虫相調査の結果

○施工場所 国立国文学研究資料館 地下1階書庫 (収蔵庫)

○施工日時と工程 (作業手順書.･作業工程は､32頁参照､以下の図表 ･写真は

'･資料編 :2･2000.3.7結果報告1-21を参照のこと)･

平成12年1月26日 (2名)

11:00-15:30 昆虫調査用トラップの配置

一歩行性昆虫調査用箱形粘着トラップ.(×20ケ)

･飛期性昆虫調査用蓄光式粘着トラツ1'(オプトラップ⑧×10ケ)I

マグラメイガ用フiロモントラップ (ガチョン@×10ケ)

2月9日 (6名)̀ し

'08:30,,現地到着.111作業内容の再確認､器材搬入 ･･
･091:30 施工開始 ･

昆虫調査用･トラタブの回収 ･

･､Tブロックの配管清掃 一

･.ノ配管断熱材の端の裸出部分 :プンガノンネットによる封入処理 -

pT･1ロック書架の清掃 (TlユーT4)I

一17:30.作業終了 ('18t:00･退出)

2月10日 (7名)

108･:45 施工開始 (昨日のつづき)

Tブロックの書架清掃t(T5-tTll●;:T13-16)

.17･:30 作業終了(18:00■退出)∴

2月11日'(3名)r '
08:45 施工開始 (昨日のつづき)

Tプロッタの書架清掃 (Tll～T12)
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11一:00 配管断熱材の端の裸出部分 :プンガノンネッートによる封入処理

1日日の作業でやり残した部分 (書架清掃と重なる部分)

･̀13:30PE書庫全体の床清掃 -

16:30 配管断熱材にプンガノン注入処理

プンガノンネット施工区以外のイガ発生部位に対して処置 ー

18:00 作業終了 ･器材搬出 -(18:30 撤収)

2月13日以降 (延べ16名)

･ 回収した調査用トラウプと.電気掃除機で吸引した室内塵の分析十

〇調査作業内容

①配管断熱材のイガ対策 (作業状況写真1-3:NQ4LL18参照)

一･まず配管断熱材表面に付着したこれらの巣筒を電気掃除機で吸引除去し

●･.た後､不織布製雑巾 (ク･リーンルーム用クリーンモ117プ@)でホptリを清

∴拭除去し､二断熱材が裸出している上述のような隙間を覆い隠すように防虫

忌避剤 (プンガノンネ,.yト(塾､25貫参照)を巻き付けてJさらにその上か

らアルミ粘着テープで封入するといった処置を行う七.

また､一部の配管断熱材には､,炭酸ガス製剤 (プンガノン@､24貢ピレ

･･スロイ'ド系炭酸製剤)を注入する処置を行った｡

二②Tブロック書架の棚清掃.I(作業状況写真4:NQ19⊥22参照),

書架の棚清掃は､､資料の混乱を避けるため,-1区画ずつ順次行った｡ま

ず清掃を行う区画の資料をブック.トラックに移して､棚のホjJリを電気掃

除機で吸引除去した後クリーンモップで清拭Li史料館支給の用紙を敷い

iた上に資料を元どおりに戻すという手順である｡(33貢参考図参照).

史
料
館
研
究
紀
要

第
三
四
号

(二
〇
〇
三
年
)

六

:I-なおi･電気掃除機の集塵袋は､背中合わせになった書架 (TTl列とT2 0

,列)Lごとに取り替えて､書架の塵挨中の昆虫等を分析する試料七した｡

③書庫の床清掃 (作業状況写真-4:NQ23･.24参照) /

床清掃はiIlからSまでの電動書架のブロックでは､端から書架を一列

ずつ移動し､室内塵を電気掃除機で吸引除去してクリナンモップで清拭す
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るという手順で行った｡Tブロックでは書架最下段の棚の下まで同様に清

掃した｡

②と同様､電気掃除機の集塵袋は､各ブロックごとに交換し､床の塵填

中の昆虫等を分析する試料とした (トラップ等配置図参照)0

○トラップ調査の結果.(トラップ等配置図参照)

①歩行性昆虫 (作業状況写真1:NQl参照)

1月26日より2月9日までの14日間､箱形粘着トラップを書庫の隅々

20箇所に設置して､歩行性昆虫の捕獲を試みた｡結果は表1 (35･36頁)

に示したように､昆虫等はまったく捕獲されなかった｡

②飛朔性昆虫 (作業状況写真1:Nu2参照)

蓄光式粘着トラップ (オプトラップ(塾:照明などの光エネルギーを蓄え

暗くなると蛍光を発する特殊塗料を使用)を10箇所に､天井面から約30

-50cm低い位置に吊り下げて､イ･ガや飛相性昆虫の捕獲を試みた｡設置

期間は①と同様14日間とした｡結果は表2 (37頁)に示したように､昆

虫類はまったく捕獲されなかった｡

③フェロモン･トラップ (作業状況写真1:Nh2参照)

貯蔵食品を加害するマダラメイガ用のフェロモン･トラップ■(ガチョン

(塾)を②と同じ位置に吊り下げて､イガの捕獲を試みた｡結果は表3 (37

頁)に示したように､昆虫類はまったく捕獲されなかった｡

⑥調査期間中の温湿度変化 (作業状況写真1:Nn3参照)

上記①～③のトラップの設置と同時に､デジタル式温湿度記録計 (オン

ドトリ⑧)を､書庫奥のマイクロキャビネット上と､多数のイガの典侍が

付着していたT16昏架上の配管との2ヶ所に設置し､調査期間中の温湿

度変化を記録した｡結果はグラフとして後 (40･41頁)1=示したが､概

ねキャビネット上の方が配管上よりも温度で約1℃､湿度で2-4%RH

高かったという程度で､両地点間で目立った差は見られなかった｡

○室内塵の分析結果 (トラップ等配置図参照).
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上述の3-⑦､③の項で記した電気掃除機によって集塵した室内塵を(ワ

イルドマンフラスコ法で室内塵から昆虫体の破片等を分散して､得られた昆

虫等を分析した｡室内塵から昆虫体を分散する手法については､室内塵の分

析操作 (1)､(2)として写真 (46･417頁)に示した.

結果は表4 (38･'39頁)に示したように､イガ幼虫の頭蓋やシバンムシ

の麹片､タロゴキブリの一部など､様々な昆虫体の破片が検出された｡これ

らは､室内塵から分離された昆虫片 (1)～ (6)として､写真を撮影して

資料編･:2-2000.3.7結果報告16-21(48-53貢)-に示した｡

なお､室内塵の分社を行う際に､集塵された室内塵の一部が集塵袋の折り

目に残ったり､繊維状の密なホコリに絡まったまま分社しきれなかった破片

もあったと考えられることから､分析結果は定性検査の結果という段階である｡

3-2 史料館1階書庫における害虫に関する環境調査結果 '(期間:2000.5.19-

6.2)

○調査場所 地下1階書庫 (収蔵庫)､̀地下1階階段室､本館～北棟連絡通路

○実施工程 (以下の図表 ･写真は資料編 :3-2000.6.8結果報告1ニー8を参照の

こと)

平成12年5月19日 (2名) 10:00-12-:30 昆虫調査用トラップの配置

①歩行性昆虫調査用箱形粘着トラップ (×22ケ)

②タバコシバンムシ用フェロモントラlyプ (セ1)コ⑧×22ケ)

③ジンサンシバンムシ用フェロモントラップ (パニセウム⑧×22ケ)

④飛粕性昆虫調査用事光式粘着トラップ (オプトラップ⑧×12ケ)

⑤マグラメイガ用フェロモントラップ (ガチョン⑧×12ケ)

･平成12年6月2日 (2名) 10:00T～111:'00 トラップの点検と一部差し
替え

○調査内容

上記の各トラップを後漆の図に示した地点に配置し､2週間後の捕獲昆虫

TlH-
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･について分析 ･計数した｡トラップの配置形式は､箱形粘着トラップ､セリ

_3､及びパニセウムとを一組として床面に置き､オプトラップとガチョンと

Pを7-租として天井から吊り下げた占.

また､書庫内 (入口左側)と本館～北棟連絡通路との2ヶ所にデジタル温

湿度計 (オンドトリ⑧)を設置して､_調査期間中の温湿度の変動を記録した｡

○調査結果′

･①歩行性昆虫 (箱形粘着トラップ･:衣.ト (1)(2))三

ゴキブリやシミ等に代表される排桐行動型の歩行性昆虫は捕獲されてお

らず､小バエ類のような飛来迷入したと考えられる昆虫類が捕獲されてい

/,た｡

また､書庫内5ヶ所でイ野が捕獲されておりi書庫内では現在も､･イガ

の世代交代が行われていることが確認された｡

②タバコシナ†ンムシ用フェロモントラップ (セリコ⑧ :ノ表2(1).(2))

タバコシバンムシは､本館と北棟との連絡通路で1頭捕獲された｡この

L〕個体は､.館外から飛来迷入したものと思われる｡

j_飴内に配置したトラップでは､タバコシバンムシは捕獲されなかった｡

③ジンサンシバンムシ用フェロモントラップ (バニセウム⑧ :表2(1)(2))

･･ジンサンシバンムシは､配置したすべてのトラップで捕獲されなかった.

④飛期性昆虫 (オプトラップ㊥ :表3)･

飛相性昆虫は､書庫奥の作業スペース付近で､小バエが1流捕獲されて

いた他は､全く捕獲されなかった｡ ー

なお､.配置したトラップの1/3については､調査期間中に粘着板が外

れてしまい,適正なデータが得られなかった占今回､すべてのトラップに

ついて､ビニールテープを用いて粘着シートを台紙に固定し､剥艦を防い

だ｡

⑤マダラメイガ用フェロモントラップ (ガチョン⑧ :表4)

､貯蔵食品等を加害する代表的マグラメイガであるノシメマグラメイガは､
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･ 連絡通路や162頭捕獲された.･:清掃状況のよくない穀粉倉庫などi.本種の

多発しやすい現場における経験と照らしても､今回の結果は､2週間の捕

獲数と.しては､非常に多いと評価される｡幼虫の生息など目視では発見さ

れなかったがこ連絡通路が外部からの虫の侵入容易な隙間の多いプレハブ

型の構造であるため､_おそらく付近に発生源があると考えられるol･

書庫内ではJ入口側左隅に配置したトラ.ップでノシメマグラメイガが2

頭捕獲されておりましたが､他での捕獲はなかった｡

○イガの発生状況について

使用したトラップ90ケの内､8ケで合計9頭のイガが捕獲ざれており､

中には点検時にまだ生存してい.る個体も確認された｡.

トラップの点検終了後 .(6月2日11:00-14:一oo)､L･プンガノンVAネッ

トによる配管断熱材の包込みを実施し (追加施工 :別添図参照)､l発生の痕

跡等が全く認められない数ヶ所を残して (ブシガノン注入処理済み)､.ほぼ

すべての断熱材に対する防虫処理を完了した｡

'断熱材だけがイガの発生源であったとすれば､今回までの処置でイガの発

生はおさまるものと考えられる｡しかし､今後も発生が続くようであれば､

断熱材以外に､その発生源を探す必要がある｡

○調査期間中の温湿度変化 ･一､

トラップ配置の際に､デジタル式温湿度記録計 (オンドト''リ@)を､､･書庫

人らてすぐ左側の棚上と､'本館～北棟連絡通路との2ヶ所に設置して調査期

間中の温湿度変化を記録しJ結果はグラフ･(58･59頁)■として添付した｡

ー書庫内はj入口付近であっても､温度は19-21℃でほほ安定していたが､
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五

湿度は外部の影響を受けやすいためか,50丁-65%RHと比較的大きな振れの 六

あることが確認された｡

連絡通路では､温度15-30℃こ湿度15-95%RHと大きく変動しており､

屋外の天候の影響をまともに反映した結果であらた｡
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3-3 史料館1階書庫における害虫に関する環境調査結果 (期間 :2000.7.4-

.10.12)

○調査場所 ･地下1階書庫 (収蔵庫)､地下1階階段室､本館～北棟連絡通路

○実施工程 (図表･写真は資料編 :4-2000.ll.27結果報告1-7を参照のこと)

平成12年7月4日 (1名)､ 10:00-12:00･昆虫調査用トラップの配置

.①飛期性昆虫調査用事光式粘着トラップ (オプトラップ@×12ケ)

(参マグラメイガ用フェロモントラップ,(ガチョン⑧×12ケ)

平成12年10月12日 (1名) 10:00-ll:00 トラップの点検と回収

○調査内容

調査期間は､平成12年7月4日から10月12日の100日間｡上記の2種類の

トラップを12箇所 (4･2000.ll.27結果報告2･4の図に示した地点)に配置し､

100日間後の捕獲昆虫について分析 ･計致したQトラップの配置形式は､オ

ブトラ､ップ@とガチョン⑧とを一組として天井から吊り下げた｡

また､書庫内 (入口左側)と本館～北棟連絡通路との2ヶ所にデジタル温

湿度計.(オンドトリ⑧)を設置して､調査期間中の温湿度の変動を記録した｡

○調査結果

①飛期性昆虫 (オプトラップ⑧ :4-2000.ll.27結果報告1･4)メ

今調査期間中のトラップ粘着枚については､すべて固定できていたため､

デ丁タの回収に成功した｡ノシメマグラメイガ､イガ､タバコシバンムシ

が̀捕獲された｡ノシメマグラメイガ､タバコシバンムシは､地下書庫の入

口付近に集中している (4･2000.ll.27結果報告3.4参照)｡イガは､ .書架Tプ

･ロック壁面で多くが捕獲されているOこれは､天井配管断熱材に付着した

一巣筒を完全に除去しきれなかった部分と考えられる｡イガ対策以前に比べ

ればかなりの減少が確認されていることから､天井配管断熱材が発生源と

捉えることができる｡今後は､集中してこのエリアの防虫対米を実施する

ことで､さらに減少､根絶が可能となる｡

4-2000.ll.27結果報告2-4では､ノシメマグラメイガ､イガ､タバコシバ
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ンムシごとの地下書庫内での捕獲箇所と数量的な値を指数レベルで図示し

た｡発生源や要注意エリアを視覚的に識別できる図として有用である｡

(参マグラメイガ用フェロモントラップ (ガチョン⑧)

トラップ採取後､紛失したためにフェロモンによる誘因数を得ることが

できなかった｡

○調査100H間の温度･湿度変化

地下書庫入口付近は､5月の計測時､温度21℃から徐々に上昇し､9月

に28℃を示している｡湿度は､60-70%RHの範囲である｡温度 ･湿度の変

化は､外気の影響を受ける連絡通路と近接していることに起因すると考えら

れる｡但し､温度･湿度ともに急激な一日の変動はほとんど認められない｡

連絡通路では､温度20-30℃､湿度20-95%RHと大きく変動しており､

屋外の天候の影響をまともに反映した結果である｡
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3-4 史料館1階書庫における害虫に関する環境調査結果 (期間:2000.12.6-

12.20)

○調査場所 地下1階書庫 (収蔵庫)､地下1階階段室､本館～北棟連絡通路

○実施工程 (図表･写真は資料編 :512000.12.25結果報告1-7を参照のこと)
平成12年12月6日 (1名) 10:00-12:00 昆虫調査用トラップの配置

①歩行性昆虫調査用箱形粘着トラップ (×23ケ)

②飛期性昆虫調査用箱形粘着トラップ (×14ケ).

平成12年12月20日 (1名) 10:00-ll:00 トラップの点検と回収

○調査内容
五

調査期間は､冬季の平成12年12月6日から20日の17日間｡歩行性昆虫調 四

査用箱形粘着トラップを歩行性昆虫調査用として床上に配置し､同種のトラ

ップを飛相性昆虫調査用として天井から吊り下げて使用した｡5-2000.12.25結

果報告6に示した箇所に設置した｡先回の調査で要注意エリアに設置数を増

やし､書庫奥床上1箇所と連絡通路から地下入口前に吊り下げ型を増設した｡
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五

また､これまで同様､書庫内,(入口左側)と本館～北棟連絡通路との2ヶ

所にデジタル温湿度計 (オン:ド.トリ@).を設置したo i

O調査結果

5-2000.12.25結果報告1-3のトラップ粘着枚捕獲結果は､.†書庫内床面の2箇

所でイガの勉片が付着していたが､ほかの昆虫の捕獲はなかった｡⊥空調還気

口付近 (5-2000.12.25結果報告6のNu20)にアシダカグモの幼体が1頭. L連

I.絡通路でタバコシバンムシ∴ノミバエが各1こ頭のみ捕獲された.･,

:.地下書庫内温度が冬季であ-つても18℃を示すため (5-2000.12.25結果報告

6)●､ここでの調査はこの時期の昆虫生息の有無を確認するために実施した

ものである｡

目視観察において､地下書庫Tブロック中央天井の配管の上部周辺にイガ

の巣筒 (成虫脱出後)が約100個体ほど付着していることが確認された去今

後､イガの生息状況を観察しつつ､巣筒の除去時期を検討することとした｡

L■

3-5 史料館 1階書庫および北館収蔵庫1階 ･2階 ･3階における清掃作業塵

:._填中の昆虫探索結果.(期間'･2001.5.1).i

O調査場所 .上記収蔵庫内 ･

○実施工程 (写真は資料編 :82001,8.3結果報告1-4を参照のこと)･

平成13年5月1日､2E].(5名) 10:00⊥16:00㌧地下収蔵庫から北

館3階から1階の床面清掃

○調査内容 ...

今回の収蔵庫清掃は､保存計画にある年一回の収蔵庫整備作業の∵環とし

I,て実施した｡床清掃は､.庫内塵を電気掃除機 .(循環式排気減少型)で吸引除

去した後､不払布雑巾で晴掃するという手順で行った｡電気掃除機の集塵袋

は､-各階ごとに交換し､'床の塵竣中の昆虫等を分析する試料としたム

○調査結果∴●

..6-2001.8.'3結果報告1,4の参考写真にある昆虫類が塵攻中から目視で探索さ
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れた｡すべて昆虫の死骸であり､ほと々どが断片および脱皮殻であ;った.坐

存虫は､確認されなかった｡

3･6L一調査結果の考察とまとめ

今調査は､害虫の生息が確認された地下収蔵庫周辺をモニタ))ングすること

で､生息の範囲が確定し､.害虫の個体数を減少することができたム具体的には

侵入口が通路にあったことと､生息場所を特定しての駆除が有効であったこと

である｡この調査の後､'通路が改築され (2002年3月)..進入路を絶つこ七が

できた｡有害虫の生息観察のためのモリタリングの結果1-フェロモントラヅプ

の場合､入口付近に設置すると外部から誘引する可能性が高いと判明したb･こ

総合的害虫管理 (IPM)は､大規模煉蒸中心かも ､lあらゆる有効な防除手段

を合理的に併用し､生物加害を発生させないという予防を第-とし､被害発生

時には駆除方法を地球環境などを考慮してシステマチックに実施していく方法

である｡史料館では､広くIPMがわが国で提唱される以前から､保存計画に生

物加害に関する事項を盛.り込んできたが､.新規にIPMの導入開始にあたりこ次

の6項目で実施内容を整理したO(彰被害履歴の集積lt整理-1986年以降､収

蔵庫内での害虫発生に関する記録を作成している｡､害虫発見時､̀発見 ･加害記

録は保存担当者に報告される｡(卦日常的予防システム｣施設の点検と清掃(卦史

料の日常的点検一収蔵庫は､温度･湿度の管理とともに､閲覧出納担当者も目

視観察､史料の保存措置での害虫の有無を確認｡④史料管理体制の整備一史料

館では､保存担当者 (現担当:青木)が史料館組織全体として取り組む保存計

画を立てて実施していく体制をとる｡⑤組織内外の研修､⑥専門家を含む外部

七の協力体制一組織内での研修プログラムを実施してこなかったが､今後保存

担当者による防除計画を説明し､目的を十分に理解し｣(彰から③の項目の適正

な実施を図りたい｡_-また､今後とも東京文化財研究所等との研究連携を深め､

IPMの普及に努めていきたい｡

-17｣
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4.臭化メチル燥蒸の代替対応策

害虫の発生の有無にかかわらず定期的に大規模燥蒸をすることは､文化庁の

通達もあり多くの館ですでに行われなくなっている｡今後は､まずは ｢大規模

な虫害対応｣に至る前に手を打つこと､それでも､どうしても他に方法がない

時､はじめて嬢蒸という選択肢を取る､すなわち嬢義は最後の手段であるとい

う認識が必要である｡

総合的害虫管理 (IntegratedPestManagement.IPM)･は､戦略的に予防管

理を行う方法論であり卜 3㌧害虫が大発生しないような対策を実行しつつ､個

別の被害については適宜代替法を含めて対応策を使い分けるものである｡

以下､薬剤を用いない方法､および薬剤を用いる方法について順に紹介する｡

4.1.薬剤を用いない方法 (Non-chemicalcontrol)

次に薬剤を用いない方法を整理した｡いずれも､殺菌効果はなく､殺虫を目

的としたものである｡二酸化炭素処理については､大規模な処理の報告がある

ものの4)､これらは､主に特定の資料､新規受け入れ資料などを対象とした､

小規模な虫害の対応策である｡なお､これらは毒性の強い薬剤は使用しないが､

低酸素浪皮環境や､二酸化炭素中毒は人命にかかわるので､取り扱う上での注

意が必要である｡

22頁参考文献の人体への影響に関する資料を参照されたい｡

(1)低酸素濃度処理

この方法は､もともと食物貯蔵の分野で開拓されたもので､酸欠状態で害虫

を窒息させる方法である｡1990年代から欧米を中心に､文化財の殺虫にも応用

が開始された｡低酸素波皮条件にするためには､大別して窒素やアルゴンなど

の不活性ガスを用い､密閉空間内の空気と入れ換える方法と､脱酸素剤を用い

る方法がある｡また､これらを組み合わせる場合もある｡いずれの場合も､密

閉空間内の酸素濃度を0.3%未満にまで下げる必要がある5)｡ただし､脱酸素剤
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については文化財材質に影響を及ぼさないものを選ぶ必要がある6)｡0.1%程度

の酸素濃度ではカビの生育も抑制されるが､殺菌はできない｡

低酸素濃度処理の長所は､人体や環境に安全な方法であること､また収蔵品

についても安全性が高いことである｡一方､短所は､処理時間が長いこと､ま

た高度の気密性が必要とされるため広域の被害には適用が杜しいことである｡

殺虫に要する期間は害虫の種類や生育段階 (卵､幼虫､輔､成虫)､加害形

悲 (表面的か落部か)､温度 ･湿度､酸素濃度などの条件によって異なる7)0

欧米の主要な文化財害虫についてはすでに低酸素濃度環境での致死データがい

くつかの文献で発表されている8-13).25℃､30℃程度の処理温度では､3週間

以内で処理できるとの報告が多いが9･lotll)､博物館等の展示収蔵環境でよくみ

られる20℃前後では殺虫効率はかなり下がる7､12.14)｡

Gilbergは､0.1%未満の酸素濃度において30℃で3週間維持することを､主

要な文化財害虫の致死条件として捷唱した8)｡しかし披細な美術工芸品の場合､

作品を30℃で処理することに抵抗がある場合も少なくないため､害虫の種類

をふまえた3通りの処理条件が提唱されている15)｡ただし､木材の深部まで潜

入している害虫については､実際には一律の処理条件を適用するのが困難であ

り､今後の検討を要する｡

現場での応用例としては､すでに欧米で織物の殺虫例16)､油彩画43点の殺虫

例17㌧ をはじめ､いろいろな報告がある5)｡この方法は､処理空間の湿度を

適切に維持できれば材質にも安全性が高いため､欧米では一般に繊細な収蔵品

に用いられている5)｡わが国でも､25℃程度では美術工芸品などが､30℃では

書籍､植物標本､木製品の一部などが処理の対象として考えられる｡比較的大
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型の収蔵品や､まとまった数の収蔵品を処理するときには､気密性の高いプラ ○

スナックシートで作ったテントや燥蒸装置の処理室を用いた例が報告されてい

る5)｡そのほか､従来型の燥蒸装置を改変して､自動運転で窒素処理ができる

殺虫処理装置の例18)もある｡.
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(2)二酸化炭素処理 :

二酸化炭素処理は､一高濃度 (60%)の二酸化炭素の毒性により､害虫を死滅

させる方法であるO二酸化炭素に対する耐性は害虫種によって異なるが､,l一般

に殺虫には60%の濃度が適当とされているナ9)II.･-

長所として､,処理に前述の低酸素濃度処理ほど高度な気密性が要求されない

ので､従来の嬢蒸用のテントが使用でき､殺虫に必要なガス濃度が､より簡単

にまた安価に達成できることが挙げ,られる｡･したがって､ ･一皮に大量のものを

処理する必要があるとき､二酸化炭素処理はひとつの選択肢である｡短所とし

ては､高湿皮条件下で鉛系の顔料の変色をおこした例もあるなど6:.e)､21)､.二酸

化炭素は二部の顔料等に影響を及ぼすおそれがあるので､彩色された材質等に

は注意する必要がある｡したがって､より材質への安全性が高い低酸素濃度処

理が使える場合には､一般には二酸化炭素処理は行われない｡ ･

-;ドイツでは､教会などの建造物全体を被覆し､二酸化炭素で殺虫した例があ

る4)｡わが国でも･､米麦の害虫の駆除にはすでに二酸化炭素による天幕燥茶が

行われている｡したがって､文化財材質への影響がさほど懸念されない場合

(例えば､民俗資料な'どによくみられるわらL製品､竹製品､彩色のない木製品

など)には､大規模な処理も可能であろう｡ただし､木製品の深部に潜入して

いるキタイムシの一部については､.二酸化炭素に耐性が強いものも報告されて

いるため12)､その場合の処理条件は今後の検討課題である｡.

(3)低温処理

低温処理法は､応用昆虫学の分野では50年ほど前から検討されており､文

化財の分野でも欧米等で害虫が発生したときの殺虫処置､および虫寄はでてい

九 ないが加害が懸念されるものの処置に利用され始めた方法である22)｡殺虫効果

は高くこ人体 .環境にも無害であり､博物館等のスタッフ自らの手で行えると

いう利点がある｡その一方で､一般に急激な温度変化1･.湿度変化にさら-古れる

ため､適用できる材質は限定される｡-20-140℃で3日間-1週間程度維

持する方法で､-30℃以下であれば､5H間でほとんどの文化財害虫に殺虫
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効果があるといわれる23ん25)｡カビは殺菌できない26)0

⊥投に紙､布､.木材の単一な材料でできた作品に主に利用される｡すなわち､

主に文書などの書籍類､一部の布地類､.皮革製品､動植物標本などに使用実績

があり27-30)､図書館､文書館､-自然史博物館などで利用されている｡しかし､
急激な温度変化･.湿度変化にさらされるため､材質によっては使用できないも

のがある22･25･27~29)｡.すなわち､_十30℃以下の低温によって油膜やアクリルは

ガラス状に変化するため､油彩画､アクリル画の類には一般に使用できない｡

･また､相対湿度の変化に弱い写真､象牙､漆製品なども†投には処理できない｡

また複数の材質からなる工芸品の類､表面に塗膜があるもの､l.厚い彩色層のあ

るもの､繊細 ･脆弱なもの､出土木材のように含水率の高いものについても､
ひずみ､割れ､剥落などを起こす危険性がある｡

実際の処理では､害虫の低温馴化を防ぐために､I低温処理の前に資料を

18℃以上に維持することが望ましいとされている74:27).また､急激な温度変

化による資料の乾燥や結露から資料を保護するために､資料をペーパータオル

などに包んだうえでJ水分バリア性のあるフイルムで包み､できるだけ空気を

ぬいて密封する臥 27~29).

我々もコクゾウを用いて実際に殺虫効果を検証し､かなり良好な殺虫効果が

得られることを確認した2.6).また､･実際に､l空気をぬいて水分を通さないフイ

ルムに資料を密封すれば､･.'資料の乾燥や結露を防ぐことが可能である｡今後は

材質に応じた処理仕様の作成が緊急の課題である｡

(4)高温処理一･

高温処理は､処理対象の乾燥を防ぎながら､_55丁60℃程度で処理する方法

史料館研究紀
要
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三
四
号
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〇

〇
三年
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である｡殺虫法としては､きわめて速効性のある確実な方法である｡.しかし､八

55-60℃の温度にさらすため､文化財で適用できる材質はかなり限定される｡

処理例としては､-木製品の一部や建造物などがある25)｡ただし､高温により軟

化するワックスや樹脂が使用してあるものには使えない｡またニスや腰も変性

する25)0
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処理温度が55-60℃の場合､殺虫自体に安する時間は1時間程度であると

される23･25)｡ものの中心部が処理温度に達する時間を加えても､一般的には

1日以内 (8時間～18時間)で十分であり､その殺虫効果もきわめて良好で

あるとされる｡ただし､カビの胞子の殺菌はできない26)｡安全に高温処理を行

うには､熟による材質の乾燥を防ぐ必要がある｡そのためには､水分を通しに

くい材質のフイルムで空気を抜いて密封することが有効である25)｡

(5)マイクロ波

マイクロ波によって殺虫する方法である｡環境には無害だが､条件の設定が

妊しいうえ､材質によっては燃焼の危険性があり､実際の適用はきわめて杜し

いと考えられる2)｡

4.2.薬剤を用いる方法 (Cry:rrkdcontrol)

大規模な被害については､現状ではやはり焼蒸剤などの薬剤に頼らざるを得

ない場合が多い｡薬剤を用いるうえで､もっとも重要なのが薬剤を使う用途で

ある｡すなわち､｢殺虫｣が必要なのか､｢防虫｣でよいのか｡｢殺菌｣が必要

なのか､｢防徴｣でよいのか｡まず､その日的をはっきりさせることが薬剤選

びの出発点である｡

r文化財害虫事典｣(独立行政法人文化財研究所東京文化財研究所将､クバ

プロ発行､2001年12月刊)に､現在文化財用途とされている薬剤を使用日的

別に整理した｡これには､性能を比較するため､全廃される予定である臭化メ

チル製剤も掲載した｡また､従来から使用されている薬剤も含め､薬剤の種類

ごとにそれぞれの性質を比較した｡

また､薬剤の人体への安全性データも収録した｡

(1)ガス煉蒸剤

ガス燥素は､その時点で存在する害虫や徹を殺すが､薬剤が残留しないので､

その後侵入する害虫などに対しては､防虫効果は期待できない｡
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a.殺虫燥蒸剤 (フツ化スルフリル)

ダウ･ケミカル社の製造品で､商品名をバイケ-ンという｡材質に対する薬

害が比較的少ない点から､(財)文化財虫害研究所の認定薬剤となっている｡

臭化メチルと同様に､建物内､嬢蒸装置内､被覆テント内で使用することが多

いが､排気を含めて完全なガス管理ができる燥蒸装置などで使用することが望

ましい｡~長所は､浸透性がきわめて高い点である｡短所は､害虫の殺卵効果が

弱く､高価である点で､殺菌力もきわめて弱い｡人体への毒性は臭化メチルと

同様にかなり強く､有効な解毒剤がないため取扱に注意を要する｡今のところ､

臭化メチルが使えなくなったときの殺虫燥蒸剤としては最有力のものであるが､

バイケ-ンには微量ながら酸性の不純物が含まれるために､枕の種類によって

は酸性化が進行したり､タンパク質ではpHの低下が起きたり､また金屑によ

っては錆ができるという報告がある31)｡

b.殺虫･殺菌煉蒸剤 (酸化エチレン製剤)

殺虫力､殺菌力ともに強い｡欠点としてはJ可燃性 ･爆発性があり､二酸化

炭素､代替フロンガス､臭化メチルと混合して使われている (ただし､二酸化

炭素によって影響を受ける材質もあるので注意が必要である)｡水分を多く含

む対象物には､吸着されやすい性質をもつ｡また､発ガン性があり､日本産業

衛生学会の作業環境許容濃度の勧告値はlppmになっており32)､取扱には十分

な注意を要する｡発ガン性を有する毒性ガスであることから､規制が故められ

ており､今後の永続的な使用については､問題が残る｡建物内､燥蒸装置内､

被覆テント内で使用することが多いが､排気を含めて完全なガス管理ができる

燥蒸装置などで使用することが望ましい｡
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なお､類似の薬剤として酸化プロピレンがあるが､酸化エチレンに比して毒 六

性はやや低いものの､日本産業衛生学会では､発ガン性の疑いがある物質に分

類されているので､酸化エチレン同様に取扱には十分注意が必要であるO.また､

沸点が33.9℃と高く､殺菌のためには酸化エチレンより高濃度を必要とするこ

となどから､酸化エチレンに完全に替わるものとはみなしにくい｡
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四

a.防虫用ミスト製剤 (ピレスロイド系炭酸製剤)

一イ簡易燥蒸｣という表現がなされることもあるが､ 厳密にいうとこれは正一し

くない占液化二酸化炭素に溶かした薬剤.(シフェノ･トリンまたはエムペンス′リ

ン)､をノズルから噴射すると､二酸化炭素は気化し､薬剤成分のみが微粒子状

になり空中散布される｡燥蒸剤が原則として残留しないのに対し､ミスト製剤

は､薬剤が付着 ･･残留することによって効力を発揮する｡従って､木製品､わ

ら製品などの丁部の民具や移築家屋など例外を除いては､文化財に直接薬剤が

かからないよう注意して使用する｡材質への影響については､光沢のある材質

にくもりやべたつきが生じること/展示ケースのガラス面にくもりが発生する

ことが指摘されている甲)｡また､ミスト製剤の噴霧については熟練が必要であ

るので､よく訓練を受けた技術者が施工する必要がある｡

内部に潜入している虫には殺虫効果はなく殺卵効果もほとんどないので､移

築家屋などを対象に防虫効果を付加する目的で使用する｡また低毒性であって

も喉､鼻の粘膜に刺激性があるため､使用の際に注意が必要であるム

b.防徴用ミスト製剤 (ヨ｢ド系炭酸製剤) .

防虫用ミスト製剤と同様､液化二酸化炭素に溶かした薬剤 (IPBC､3･ヨー

ド-21プロビニルブチルカーバメイト).をノーズルから噴射して､薬剤成分のみが

微粒子状になり空中散布されるものである｡木製品､.わら製品などの一部の民

具や移築家屋など例外を除いては､文化財に直接薬剤がかからないよう注意し

て使用する｡また､この薬剤ですでに発生した敵を殺菌することはできない｡

従って､まだ敬が発生していない対象に防徴効果を付与する目的に使用する｡I

五 (3)蒸散性薬剤

a.蒸散性殺虫剤 (DDVP)

∴蒸散性殺虫剤には､DDVP.(ジクロル燐酸ジメチル)の樹脂系散剤､商品名

パナプレー･トがある｡有機リン剤のDDVPを合成樹脂中に繰り込んで徐々に蒸

散させるようにしたものでJ防虫力のみならず殺虫効果も高いので､ガス嬢蒸
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のできない場合に使用される｡ただし､殺卵力は期待できない｡人体に毒性が

あり､頭痛等をひきおこすので､人の出入りの多いところや作業をする空間の

使用は避ける｡また､金属腐食性があるので､文化財から30cm以上は離して

設置する必要がある45､46)oL

b.蒸散性防虫剤

ビレスロイドのエムベントリンを樹脂に練り込んだもの (商品名プンガノ･ン

VAプレート プンガノンネット)がある｡~●これは､家庭用の衣類の殺虫て_防

虫剤.｢ミセスロイド｣や ｢たんすにゴン｣と有効成分も使い方も同じと考えて
よい｡通常の使い方では殺虫は困難であるので､防虫剤 (忌避剤)として使用

する｡材質への影響としては､鋼製品が変色することがあるので､注意する｡

このほか､防虫剤として従来からパラジクロロベンゼン､樟脳､ナフタレン

が使用されている｡パラジクロロベンゼンは､わが国では､家庭用を合やて現

行では使用されているが.､最近､人体への影響を問題視する向きもあり､アメ

リカなどほとんど使用しなくなった国もある｡

5.おわリに

I｢臭化メチルと同等の効力を実現する代替薬剤を早く開発してもらいたい｣｡

これは､文化財の分野に限らず､検疫､農業用途でも同じこと'が言われている｡

しかし､このような大量に必要な用途でさえ､臭化メチルほど強力で便利な薬

剤は数十年が経過しても未だみつかっていない｡
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填化メチルや酸化エチレンが､規制強化されている理由は､,有害紫外線から 四

我々を守っているオゾン層を破壊する､あるいは発ガン性があるとのことであ

る｡その他の薬剤をとってみても､虫や菌を死滅させ畠ような薬剤は､当､然人
【

体にとっても有害なものがほとんどである｡貴重な人類の遺産で奉る文化財を

後世に伝えていくのは､文化財の保存に携わる人間の使命であることに間違い
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はない｡だが､そのために強力な薬剤を無制限に使うということは､記録史料

を継承する子孫の生命を担保に入れることとひきかえであることも常に認識せ

ねばならない｡

従って､今後は発想を変えて､できるだけ大規模な被害を起こさないような

こまめな管理が最も必要な対策と認識していかざるを得ない｡目をかけ､手を

かけるという

わが国の歴史的遺産に対する保守の伝統を生かしつつも､新しい技術をも取

り入れた害虫対策をつ くることが､現在必要とされている｡このためには､現

場とともに､行政の理解と協力体制が必要不可欠である｡
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名1-2CKX).126 記録l 史料館地下1階における冷温水配管断熱材のイガ対策,Tプロッタの書架と書
庫の床面清掃作業手順書､作業工

程(予和衷2-20CK).3.7 結果報告1 書庫内見取り図-地下1階書架ブロック別

図面､棚清掃方法結果報告2 書庫内トラップ等配置図【200

0.1ー26-2,91結果報告3 表1-1.歩行性昆虫調査分析結果 箱型粘着トラップによる捕獲結果 設置場所1-

1q2(X札1.26-2.9】結果報告4 表1-2.歩行性昆虫調査分析結果 箱
型粘着トラップによる捕獲結果設置場所

ll-20[20∝).126-2.9】結果報告5 表2.飛相性昆虫調査分析結
果 オプトラップによる捕獲結果設置場所1-10表3.7エロモン.トラップ分析結果

設置場所1-1(托2000.1ー26-2,9】結果報告6

表41.室内塵填中昆虫等分析結果設置場所L～TM‡吉果報告7

表4-2.室内塵境中昆虫等分析結果設置場所TR～配管.天井結果報告8

温湿度変化の記録 地下1階天井配管上【200).1.26-2.9】結果報告9 温湿度変化の記録 地下1階室内奥 t2000.1｣26-2.

9】結果報告10 作業状況写真(lH2000.1ー26-

2.13】結果報告11 作業状況写真(2H2(X沿,1.

26-2.13】結果報告12 作業状況写真(3日2000
.1.26-2.13】結果報告13 作業状況写真

(4日2000.1.26-2.13】結果報告14 室内

塵の分析操作(1日2㈱ .2.13-】結果報告15 室内塵の分析操作(1日2CKX).2.1
3-】結果報告16 室内塵から分杜された

昆虫片(l)結果報告17 室内塵から分離

された昆虫片(2)結果報告18 室内慶か

ら分赦された昆虫片(3)結果報告19 室

内塵から分社された昆虫片(4)結果報告20 室内塵から分社された昆虫片(5)

結果報告21 室内塵から分離された昆虫片(6)3-2000.6.8

結果報告1 番庫内トラップ等配置図【20CO5.19-6.2】結果報告2 裂 二

号讐 望禦 字号讐 芳併願 開 基嘉蒜7141=f2腰 慧 芸 設置場所1-ll結果報告3
裂 二雪讐 禦 讐 誓讐 芳弘 琵 賢鮎 晶蒜72_82:2f2孟濫 苧電 設置場所12-22

結果報告4 表3.飛期性昆虫調査分析結果 オプトラップによる捕獲結果設置場所1-
12表4.7エロモン.トラップ分析結果 設置場所1-12【2∝沿.5.19

6.21結果報告5 温湿度変化の記録 本館と

北館連絡通路(2000.5.19-6.2】結果報告6 温湿

度変化の記iま 地下1階入口左棚 l200).5.19-6.2】結果報告7 書庫内VAネットによる防
虫対兼施工図結果報告8 参考写真 トラップの配置状況､VAネットによる防虫

対策4-2CNX),11ー27 結果報告1 飛粕性昆虫調査分析結果 オプトラップ
による捕獲結果 設置場所1-12フェロモン.トラップ分析結果設置場所1-12Ⅰ2000.7.4

-10.12】結果報告2 参考図①イガの捕獲箇所捕獲指数レベル図【2000.7.4-10.1
2】結果報告3 参考図②ノシメマダラメイガの捕獲箇所捕獲指数レベル図

【2000.7.4-10.l2】結果報告4 参考図rJ)タバコシ′{ンムシの捕獲箇所捕獲指致レベル軌20CO.7

.4-10.12ー結果報告5 地下香車入
口付近平均温度.平均湿度【2000.il9-930】連結通路平均温度.最低湿度.最高湿取 2000.5.1

9-9.301結果報告6 参考写真 飛

期性昆虫の捕獲状況(1)轄果報告7 参考写真 飛相性昆虫の捕獲状況(2)5-2000,12｣25 結果報告1 表1.歩
行性昆虫調査分析結果(1)箱型粘着トラップによる捕獲結果設置場所1-1現2

0∝).12,6-12.201結果報告2 表1.歩行性昆虫調査分析結果(2)箱型粘着トラップによる捕獲結果設置場所

13-23[2tX沿.12.6-12｣201結果報告3 表2.飛相性昆虫調査分析結果 箱型粘着トラップによる捕獲結果 設置場所1-14

t200112.6-12.20】結果報告4

温湿度変化の記録 地下l階入口左棚【200112.6-1220】.結果報告5 温

湿度変化の記録 本館と北館連絡通路【2相).12.6-1220】結果報

告6 書庫内トラップ等配置図【20CO.12ふ12,20】結果報告7

参考写真 イガ対策後に付着したイガの巣筒6-2001.8.3 結果報
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Tブロックの事粟の珊清原においては､上田の1コマを1区所として､1区
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◆ No::払方IJ>-Jプ(ゴキプIJ用を転用).
･･:床面をil挿して&JIしたホコlJカヽら
且虫等の分析を行う単位プE)ツク 日 0ブロワク).
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作業状況写真 (1)

- 42-
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七

1 歩行性昆虫調査用箱形粘着トラップ
の設置状況 (地下1階書庫隅々に合計

20箇所配置 :配置図参照)｡3.デ
ジタル式温湿度記録計 (オンドトリ⑳)の設置状況 (写真はイガの発

生した配管上に設置したもの/別にマ

イクロキャビネット上に設置 :合計2箇

所に配置 :配置図参照)｡5 同上
断熱材の裸出部分が大きい場所ほどイガの激しい発生状況が

見て取れる｡通常､イガは麻布などには発生

しないが
､
古くなって有機物の性質が

変わると餌にでれるようである
｡

2
.
飛和性昆虫調査用蓄光式粘着トラッ
プ(オプトラップ㊥:上)とマクラメ
イガ用フェロモン ト
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作業状況写真 (2)

7.同上 ●配管の吊り金具と被
覆材との間からも､イガの幼虫が這
い出した状況を示

したもの｡9 丁フロック書架の養生
｡イガ対策を行う配管の

真下に当たる書架を養生する｡養生
には､美術品用の薄葉紙を使用した｡

ll.回収した電気掃除機の集塵袋の中か
ら取り出したイガの巣筒を写したもの
(白い粒は天井に吹き付けられてい

た材料で､イガの巣筒はこれに固着して
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作業状況写真 (3)
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五

13.清掃の終わった直後の配管断熱材の

状況｡配管の表面から壁～天井面に付

着していたイガの巣筒はすべて

除去した｡15 上の写真13に見える
断熱材が裸出している部

分に防虫忌避剤 (プンガノンネット㊥)

を巻き付けた状況｡壁貫通部との隙間まで完全にフンガ
ノンネ
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作 業状況写真 (4)

19.Tフロック書架の清掃作業C

まず､書架の資料をフックトラックに

移動する｡清掃後に資料を戻すときに順番が狂わな

いよう､清掃作業は一区画 (図面参照)ずつ行っていく｡

21 同上 電気掃除機による集塵後､不
織布製の化学雑巾 (クリーンモップ㊥)
で棚を清拭し､はば完全にホコリを除

去する｡23.書庫内の床清掃の状況

｡LからQフロックまでは電動書
架をずらしながら清掃する｡Tブロ
ックモでは書架の間の通路と書架の下
まで清掃する｡
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室内塵の分析操作 (1)
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1 電気掃除機で吸引 ･回収した集塵パ
2.同左ツグから室内塵を取り

出して.ビーカーに移す｡3.約400meの水道水と数
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室内塵の分析操作 (2)

7.よく撹拝した後､水道水をワイルド
マンフラスコの頭上ま

で;主ぎ､30分程度静置する｡9.吸

引漉過した漣紙をシャーレ上に取り出す

｡ll.実体顧徴鏡下で

､柄付針で室内塵を選り分けながら､昆

虫体の破片を探し出す｡ -47-

8.ワイルドマンフラスコの内ゴム栓を
引き上げて､頭上の溶液 (多少は室内
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室内塵から分離された昆虫片 (1)

(掘影倍率は実物との寸法比により井出.写訪中のスケールは原則として1mm)

-48-
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L
A

1.室内塵から分離して､スライドガラ

ス上に並べた昆虫の破片 (×3.5
)｡写真はT13

･14書架で得られたクロゴキブリの破片｡

3.クロゴキブリの頭胸部

と脚の破片(×4)｡Nフロックの床で得られ

たもの｡5 チャタテムシの頭蓋 (×
60)｡N･Q･
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室内塵から分離された昆虫片 (2)

(掘影倍率は実物との寸法比により井出:写真中のスケールは原則として1mm)

ll

El

1

7.カメムシの胸腹部と辺片 (×23)｡
写真右端の細い棒は触覚と思われる
が､右から3､4番目の脚片はカメム
シのものではないようにも見える｡
Pフロックの床で得られたもの｡

トー .ー ヽ

9 ガの幼虫×2個体 (×15)｡
Sフロックの床からほぼ完全な形で
得られたもの｡

巣筒からはみ出した状態のイガの幼
虫ではないかと思われる｡

ll.ヒメマキムシのものと思われる鞘

越片 (×20)0写真はNフロ

ックの床で得られたもの｡ -49-

8 ガの辺片 (×20)｡大きさや続
粉の色調からイガと思われる｡写
真はRフロックの床で得られたものだが､M･N･Sブ

ロックの床と丁書庫のすべてから検出された｡

卓や

ト.･...~･.･.. .■■■･.■■■~く
10
.
ガの幼虫の頭蓋(× 20)
｡
写真はRフロックの床で得られたも

のだが
､
ほとんど す
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室内塵から分離 された昆虫片 (3)

(投影倍率は実物との寸法比により算出:写共中のスケールは原則として1mm)
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13.シパンムシと思われる破片2体(×20)｡中央 :頭部と前胸背
の部分は前ページ写真12と同じ｡右端 ･
後述の一部が残っているものはザウテル

シパンムシのように見える｡･●15.シパンムシ
のものと思われる頭 ･前陶背 ･

腹部の破片 (×15)｡Pフロックの
床で得られたもので､おそらく写真1

4と同じ種類と思われる｡17.シパン

ムシのものと思われる頭と前胸背の
破片 (×15)｡T1-9

昔架フロックの床で得られたもの｡

ト一･

････一･･････.･.114 鞘廼目の辺片 (×15)｡
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室内塵から分離された昆虫片 (4)

(撮影倍率は実物との寸法比により算出:写真中のスケールは原則として1mm)

19.シバンムシの幼虫と思われる破片
(写真右下 ･×

15)0Nブロックの床で得られ
たもの｡周囲の破片は､イ

ガ幼虫のものと思われる頭蓋｡

21 カツオブシムシの幼虫と思われる

破片 (×30)｡Rフロックの床で得られたも

ので､腹部の一部だけ｡23
鞘辺目の辺片 (×15)｡TI

0-16書架フロックの床で得られた
もの｡写真右下の小片はシバンムシ

の廻片かも知れない｡ - 5 1 -

2
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室内塵から分離 された昆虫片 (5)

(撮影倍率は実物との寸法比により算出 :写真中のスケールは原則として1mm)
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トー一一一一････.･.･･.･･･■

25 双超目 (糸角亜日)の胸腹部破片
(×20)｡糸角葉頁では､力 ･ユスリ
カ･チョウバ工などが一般的に知られ
ているが､本個体では詳細不明｡
Mブロックの床で得られたもの｡

i貞一サT:)8日
===≡≡≡巴27 アリの破片 (×1

5)｡右側上下 オオハリアリと思
われる頭 ･腹部 (右側上下)とフタフ
シアリの頭 ･胸 ･腹部の破片 (左

側4個)｡Nブロックの床で得られたも

の｡29.オオハリアリ? (右側)
とアリガタパテ (左側)の頭部 (×25)
｡TI0-16書架ブロックの床で
得られたもの｡アリガタパテは､
シパンムシアリガタバチのように思われる｡ 26.アリの頭部 (写真右 :×

20)｡Mフロックの床で得られた
もの｡全体的な形状はアミメ

アリのように見えるが､点刻模様が異なる｡
左側は鞘辺目の超片
｡

曾

ヽ

ヨ

ー

讐

J

叶J

28
.
7タフシアリの破片(×1 5)｡
写真27の左側と同じ種類と思われ

る
｡
ただし
､
右上の頭部はオオハリア
リと思 われる
｡
Pフロックの床で得られたもの｡

･
も漆
-;ト一･.一一･一一一････づ

30ハチの麹片(×15 )｡
脈相からはヒメバチ手斗に近いグルー
プのもののように思 わ
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室内塵から分離された昆虫片 (6)
(械影倍率は実物との寸法比により算出 :写真中のスケールは原則として1mm)

-53-

盲了3l. トゲダニ科の一種と思われる♀
の破損固体 (×60

)｡Rブロックの床で3個体検出さ
れたが､すべて同一種と見られ

るo写真は脚と顎休部が欠落してい

る｡57

…33.中気門類の一種♂ (×60
)｡上記写真31･32と同一種と思
われるが､断定はできな

い｡Nフロックの床で検出されたも

の｡I-----■35.植物の種子片つ (×10)｡
この植物片は､数的には少ないなが

らも､書庫内の床全体に普遍的に見
られた｡

3

2.同左 ●腹部肥厚板を拡大撮影した写真 (×120)｡イエネズミに寄生するヒメトゲダニ

(ヒトから吸血しない?)に似るが不明｡

】｢
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(地下 1階 )参考図面 '.トラ

ップ等配置図◆ Nd.:歩行性昆虫用祐形姑息

トラ･JプとシJtンムシ用フェロモントJP･Jプ (セリコ○とJlニセ

ウム○)I.ヰ No.:頼軸性昆虫用書光式功引 トラ･Jプ (オプ ト

ラップ⑳)とマgうメイガ用フェロモントウサブ (ガ

チヨン○).～ JIo.:デl}タル式温温良tl(オン

Fトリ○).(ただし､･i12と ◆22及び ■02は本点～北*連結通路-匝浪岡外三にE置〉
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参考写真

l.トラップの配置状況ニトわ.6 4.7ンガノンVAネットに

よる配管断(奥から箱形枯着 トラップ､セリコ 熟材の包込み (

追加施工)⑧､パ二セウム㊥)t

甲 ~~t- - - - ~

｣_Aトラップの配置状況ニ

トわ.3(上 ･ガチョン㊥､下 :オプト

ラップ㊥-粘着シートをテープで固定)

､
'･
,

I,･･J
.1
]

;Ji肇

.:I.:I:･

1

.t.Jij
:.

D
r

ィ,,lt

-T

1- ''p

5
.
同上(左側垂れ壁貫通部)

《右側の書庫出

入口上の貫通部についてはプンガノ

ン注入処理済み》3 ガチョンに捕獲されたノ
シメマグラメイガ (連絡通路 :162
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(地下 1階 )(1階連絡通
路付 近 )也+連絡逮持(五･度項とも汝形スレー
ト耳)債 努 :翁一括&(一定見

向の溝事故)捕球指致<0.03
(1才/月神社港敷く0.07

(1可/2同 文 宅 毒とニ文王儲 悪霊:0.･
14‡ほ ク雷lレベル5:捕集指&≧1 日 頭/日 ー■ーIl洪兼井#上

兼
道
東
未
以

参考
図①:イガ(衣食)の捕獲が確認された箇所(171

7-77●)凡例:捕雄指数レベル(捕獲指数
から図尭化)ー63- .~

i
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(地下 1階 )(1階連

絡通路 付近 )参考図②:･ノシメマタラメイガの捕獲が確認された箇所(汀

lラ77')凡例:捕凍指数レベル(捕凍指数から図茶化)壷 曾筆
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(地下 1階 )(1階連

絡通路付近 )参考図③ I.タ Jtコ シ Jlン ム シ の 捕 獲 が 確 認 さ れ た 箇 所 (17-伽 7')
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温湿度の測定結果 (オンドトリ⑧による)
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連絡通路 平均温度･最低湿度･最高湿度 5.19-9.30 ■
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参考写真
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1.オプトラップ㊥の捕獲状況 :

Nol(7月4日～10月12日)

3.オプトラップ㊥の捕獲状況 :
No.3(7月4日～10月12日)

5.オプト
ラップ㊥の捕獲状況 :No5

(7月4日～10月12日)7.オプトラップ㊥の捕獲状況

No.
7( 7月4日～10月12日)

卜
‥=

〓

∪

･ …
打

∴

｣円■

●2.オプトラップ㊥の捕獲状況 :



4-2000.ll.27 結果報告7

参考写真
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9.オ
プトラップ⑪の捕獲状況 ･卜b.9(7月4日

～10月12日)ll.オプトラップ⑧の捕獲状況 :
卜b.ll(7月4日～10月12日)

イガ

′-ノ

′

Iu-II I'IIHtuJllIlIIJ]

13
.
オプトラップ⑧の捕 獲状況

イガ(衣蛾)

タバコシバンムシ

Er

_

litllj

15
.
オプ トラップ㊥の捕獲状況
タバコシ パンムシ

日日

日日目し 串那.メ◆ 肌 馳--

1州]･TI; ‥0,オプトラップ㊥
の捕棲状況 ●卜bl

0(7月4日～10月12日). 二.:.. r･
hl I
*

>tt ''1 t

･.I. I◆ ヽ●

'*<12. オプ トラップ
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温湿度の測定結果 (オンドトリ⑧による)

(地下書庫内 呼 平成12年12月分データ)
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二
九
七

HHIHiljHHHHH HHHHtlHlHlHll;;;

凡 例 EF ㊤-湿度; ㊦-融E"7Ll.壁

平成12年12月 6日 10:30 から
12月20日 14:30 まで

-72-

-1二=-1rご1二二三二l二丁:一二
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温湿度の測定結果 (オンドトリ㊥による)

(連絡通路 E3F 平成12年12月分ダータ)
史
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天井突き抜け/E3高までTがる
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lZ ij3 _,>14ー iJ4イガの再発 (巣筒の付着≒lOO亘頁)
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参考写真

T書架上の配管に付着したイカの巣筒

(成虫の羽化脱出後のもの)

?+

T書架 (入

口側の垂れ壁隅)に付着したイガの巣簡-75-

史
料
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参考写真
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九

地下書庫 (1/2)イガ､クロゴキブリ(頭部

)､ハエ (胸部)｢…

.rー_

d盛炉 GLI測 皿 Lii脚 Ⅲ ｣=皿 j皿地

下書庫 (2/2)クロゴキブリ(越､頭･胸部
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参考写真

TJL,

iiiiii

l川 冊 Ⅲ l皿 II Il.Ll.IⅢ IIIlj1階書庫(pタイル)と 1階 床 (Pタ イル)昆虫片は発見されなか った｡

.IL十1'∴∴ ./lu l｣｣血 仙 ｣1階床 ･

カメムシ (頭 ･胸部)と昆虫類 (分類不可

)の破片､シパンムシに食害された紙片｡
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参考写真
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2階前室 :

ハチ類の趨片と昆虫類(分業 真
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I_I_IIIIⅢ III il IⅢ I I I I !

3階前室 :キクイムシに

食害された木片｡3階後室 ▲クロゴキブリ､

甲虫頬の廼片 (2種)とハチ類の廻､

ヒメカツオフシムシの幼虫脱皮殻､

シパンムシに食害された紙片｡


